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　開山空也上人のお言葉です。

　上人は平安時代中期に京の都に蔓延した伝染病を鎮めるためにわが身をなげうち

民衆に尽くされた方です。悪病退散の後、上人は人々に仏様の御教えを伝えるため念

仏をおひろめになりました。

　当時、簡単には民衆に受け入れられなかったと思われる念仏を「ひとたびも」のお

言葉をのぼりに掲げ、自ら念仏を唱えながら町を歩かれ「一度でもお念仏を唱えれば

安楽を得ることが出来ます。さぁ、お念仏をお唱えして仏様の御教えを学びましょ

う。」というメッセージを民衆に伝え布教されました。

　2022年は上人没後1050年に当たり、開山空也上人御遠忌の記念事業として東京で

の展覧会の開催を発願いたしました。空也上人立像や平清盛公坐像など、平安・鎌倉

彫刻の宝庫といわれる六波羅蜜寺の諸尊像に加え、十王図など絵画や文書なども出

陳いたします。中でも教科書でもなじみ深い空也上人立像は、半世紀ぶりの東京への

出陳となります。

　この貴重な機会に、それぞれの造形美や写実性の素晴らしさとともに、空也上人は

じめ諸尊像の御心をお感じいただければと思います。
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　「市聖」「阿弥陀聖」として知られる空也上人は、平安時代、南無阿弥陀仏と唱えて

極楽往生を願う阿弥陀信仰をいち早く広めた僧侶であり、2022年は空也上人没後

1050年に当たります。

　空也上人が十一面観音立像を本尊として京都東山の地に創建した六波羅蜜寺（創

建時は西光寺と称した）には、現存最古となる上人の像が伝えられています。念仏を唱

え歩いた姿を目の当たりにするような写実的な像は、仏師運慶の息子である康勝がつ

くりました。同寺は運慶一門にゆかりの深い寺でもあり、運慶作の地蔵菩薩坐像など

が残されています。

　このたびの展覧会には、東京では半世紀ぶりの公開となる空也上人立像をはじめ、

六波羅蜜寺の創建時につくられた四天王立像、定朝作と伝えられる地蔵菩薩立像な

ど、平安から鎌倉時代の彫刻の名品が一堂に集います。

　心の安寧を祈り、生涯をささげた空也上人の姿と、六波羅蜜寺の歴史と美術を通し

て、疫病や困苦に立ち向かい懸命に生きた当時の人々の信仰の厚みにも、思いを馳せ

る機会になりましたら幸いです。

いちのひじり あ     み     だ  ひじり くう    や  しょうにん

じゅういち  めん かん のんりゅうぞう

こうしょう

じ   ぞう   ぼ   さつ  ざ   ぞう

じょうちょうし   てん  のうりゅうぞう

たいらのきよ もり  こう  ざ  ぞう



本展の見どころ①

重要文化財 空也上人立像　
東京で半世紀ぶりに公開
平安京に疫病が流行した際、念仏をひろめた空也上人。日本史の教科書でお
なじみの重要文化財 空也上人立像は、運慶の四男である康勝が上人の姿を
写実的に表した像で、仏師の代表作とされます。この像が制作されたのは鎌
倉時代で、上人がこの世を去ってから200年以上が経過していましたが、つね
に市井の人 と々共にあった上人への畏敬の念と、口から6体の阿弥陀仏が現
れたという伝承を表したものです。六波羅蜜寺では正面からの拝観ですが、
本展覧会では鎌倉肖像彫刻の傑作を存分に鑑賞することができます。

本展の見どころ②

平安・鎌倉彫刻の宝庫　
六波羅蜜寺の名品が一堂に
京都・東山に位置する六波羅蜜寺の周囲は、古くは、鳥辺野と
いう葬送の地であり、また信仰の場でもありました。六波羅蜜
寺は幾度か兵火にあいましたが、創建時から伝わる重要文化
財 四天王立像をはじめ、平安から鎌倉期の名品が伝来してい
ます。一堂の下につどう数々の作品を通じて、大きく歴史が動
いた平安から鎌倉の仏像の移り変わりもご堪能いただけます。

とり    べ     の



空
也
上
人
六
波
羅
蜜
寺

創
建

六
波
羅
蜜
寺
の
創
建
は
、今
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
0
年
前
の
平
安
時
代
半
ば
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

天
暦
5
年（
9
5
1
）、京
都
に
流
行
り
病
が
蔓
延
し
た
た
め
、

空
也
上
人
は
、疫
病
が
お
さ
ま
り
世
の
中
が
穏
や
か
に
な
る
よ
う
に
祈
り

十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
を
造
像
し
、西
光
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
六
波
羅
蜜
寺
に
あ
た
り
ま
す
。

本
章
で
は
、市
井
の
人
々
か
ら
絶
大
な
信
仰
を
得
た
空
也
上
人
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

六
波
羅
蜜
寺
創
建
時
の
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
六
波
羅
蜜
寺
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。

空
也
上
人

平
安
時
代
中
期
の
僧
侶
。

南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
て
極
楽
往
生
を
願
う

阿
弥
陀
信
仰
を
い
ち
は
や
く
広
め
た
。

山
林
で
修
行
を
し
な
が
ら
各
地
を
遍
歴
し
、

橋
梁
や
道
路
等
の
整
備
や

行
倒
れ
た
人
を
弔
う
な
ど
社
会
事
業
を
行
い
、

庶
民
か
ら
有
力
者
ま
で
幅
広
い
信
仰
を
集
め
た
。

10
世
紀
半
ば
に
は
、京
都
東
山
の
地
に

十
一
面
観
音
像
を
本
尊
と
し
た

六
波
羅
蜜
寺
の
前
身
と
な
る
西
光
寺
を
開
き
、

天
禄
3
年（
9
7
2
）、70
歳
に
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

第
1
章

重要文化財　
空也上人立像　康勝作
鎌倉時代・13世紀

くう   や  しょうにん りゅう ぞう こうしょう

空也上人立像の写真はすべて城野誠治撮影



空也上人は、西光寺の本尊十一面観音菩薩立像（六波羅蜜寺
の秘仏本尊として現存）を造立した際、同時に梵天・帝釈天、
及び四天王像を造像したと伝えられる。現在、宝物館に安置
される四天王像がこれに相当する（増長天のみ鎌倉時代の補
）。像高180センチメートル弱の堂々たる大きさをほこり、一

木造りならではの重量感をもつが、彫り口は浅くなっており、
平安時代前期から後期への作風の変化が見て取れる。

鎌倉時代を代表する仏師運慶の四男であ
る康勝の作。首から鉦を吊るし、たたきなが
ら左手に鹿角杖を持ち歩く遊行僧の姿であ
る。頬がこけた痩身の体つきはリアルで、念
仏を勧めて市中を巡り歩いた上人の姿を彷
彿とさせる。開いた口から木造の小さな阿
弥陀立像が六体現れ出るさまは、空也上人
が「南無阿弥陀仏」の名号を唱えると、その
声が阿弥陀如来の姿に変じたとする伝承を
立体化したものとして有名である。

ぼんてん たいしゃくてん

ぞうちょうてん

重要文化財　
四天王立像のうち持国天立像
平安時代・10世紀

し てん のうりゅうぞう じ  こく てんりゅうぞう

重要文化財　
薬師如来坐像
平安時代・10世紀

やく し  にゅ らい ざ ぞう

空也上人の弟子である天台僧中信が10世紀後期に造像したと伝えられる。中信が西光
寺から六波羅蜜寺に改名し、本像を本尊とした。円弧を描くような伏し目がちの目や頭
部（肉髻）の隆起がなだらかであることなど、天台宗で流行していた薬師如来像の特徴
がみとめられる。次代に仏師定朝が完成させる寄木造りの技法の現存最古のもので、時
代の過渡期に位置付けられる像である。

ちゅうしん

しょう
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六波羅の地は平安京の外で、すぐ東の鳥辺野は葬送の地だった。死と隣り合わせた
土地であるため、冥界への入口と考えられ、六波羅蜜寺の近くには「六道の辻」と呼
ばれる一画がある。死者は、冥界で閻魔王など十王の裁判を受けて次に生まれ変わ
る世界、すなわち六道（天・人・修羅・畜生・餓鬼・地獄）への転生が決まる。空也上人
は念仏を称えて阿弥陀如来にすがれば極楽に往生することができると説いた。もし
六道に生まれ変わって苦界に堕ちても、地蔵菩薩に救ってもらえると信じられた。

六 道 の 辻
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六波羅の地には12世紀後半に平
氏の邸宅が建ち並んでいた。平
氏滅亡からそれほど時を隔てな
い時期の像。

重要文化財　
僧形坐像（伝平清盛像）
鎌倉時代・13世紀

そうぎょう ざ ぞう でんたいらのきよもりぞう

死者の生前の行ないを裁いて次に生まれ変わる世界を決める十王の
一人。十王の彫像を揃える例は少なく、閻魔王に代表させることが多
い。丸首の襟が正面で見えないのは顎髭を垂らすため（衣の上に墨
描）と考えられる。

重要文化財　閻魔王坐像
鎌倉時代・13世紀

えん  ま   おう ざ  ぞう

仏教説話集の『今昔物語集』に収録
される、地獄に落ちた源国挙が地蔵
菩薩の助けにより蘇生したことか
ら、大仏師定朝に地蔵菩薩像をつく
らせ六波羅蜜寺に安置した像に該
当すると考えられる。

重要文化財　地蔵菩薩立像
平安時代・11世紀

じ   ぞう ぼ さつりゅうぞう



※掲載画像はすべて六波羅蜜寺所蔵です。
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重要文化財　
地蔵菩薩坐像　運慶作
鎌倉時代・12世紀

じ   ぞう ぼ さつ ざ  ぞう うん けい

六波羅蜜寺

六波羅蜜寺
京都市東山区五条通
大和大路上ル東
https://www.rokuhara.or.jp/

運 慶 一 族 と 六 波 羅 蜜 寺
堂 と々した体躯、写実的な着衣の表現、きわめて優れた出来栄えから、運慶
が1180年代に造ったと推定される鎌倉彫刻の代表的作例。X線CTの調査
により像内に数多くの納入品があることが判明した。

六波羅蜜寺には運慶作の地蔵菩薩坐像、運慶の四男康勝作の空也上人像
のほか、運慶一門の運覚が造った地蔵菩薩立像（現在、静岡・岩水寺所蔵）
もあったことが知られる。六波羅蜜寺は、有力者の庇護を受けて当代一流
の仏師に造像を依頼することができたのだろう。運慶と湛慶のものと伝え
る肖像彫刻は、運慶が建立した地蔵十輪院に置かれていた。江戸時代には
六波羅蜜寺の境内に十輪院があったという（『山州名跡志』）。

たんけい

うんかく

重要文化財　伝運慶坐像
鎌倉時代・13世紀

でん うん けい ざ  ぞう
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空也踊躍念仏
胸に下げた鉦鼓をたたいて、節をつけて
念仏を唱えながら大壇の周囲を練り歩く。
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いずれも写真　浅沼光晴



空也上人と六波羅蜜寺
特別展

［ 主催 ］
東京国立博物館、六波羅蜜寺、朝日新聞社、テレビ朝日、BS朝日

［ 協賛 ］
DNP大日本印刷

TOKYO NATIONAL MUSEUTO N ON MU UMM (UENNOO PARRO KK)

本館特別5室
（東京・上野公園）

2022年3月1日（火）～5月8日（日）

※展示作品・会期・開館時間・休館日等については今後の諸事情により変更する場合があります。最新情報は展覧会公式サイト等でご確認ください。
※入館方法・観覧料金は後日、展覧会公式サイト等でお知らせします。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館ウェブサイト：https://www.tnm.jp/

〔 交通案内 〕
JR上野駅公園口・鶯谷駅南口より徒歩10分、

東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅、東京メトロ千代田線根津駅、京成電鉄京成上野駅より徒歩15分

〔 お問合せ 〕
050-5541-8600（ハローダイヤル）

〔 展覧会公式サイト 〕

https://kuya-rokuhara.exhibit.jp

〔 報道関係お問い合わせ 〕

特別展「空也上人と六波羅蜜寺」
広報事務局（ユース・プランニング・センター内）　担当：平野・池袋

TEL：03-6821-9100　FAX：03-6821-8869
E-mail：kuya-rokuhara＠ypcpr.com


